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1.イントロ 

２７星団全体の分光 

ＩＩ．観測 

 

図１ 有名な星団の波長対カウント                図２ 銀河中心方向の赤化大の星団の例 

   メタル(Zinn/West 1974)順 

 

ＩＩ．測定 

 各ラインは以下の連続光レベルを用いて測定した。 

 

Ｖ．メタル量 

以前の研究はＣａＴの強い重力依存に着目していた。 

球状星団では 

高メタルだと赤色巨星が赤くなり、広がるので重力が低下、存在比大 

――＞ ＣａＴが強い。 



 

図４ 左 ∑Ｗ(Ａ)と CaII Ｋ線、Ｇバンド、MgIb 線の関係。相関は強い。 

   右 ∑Ｗ(Ａ)と Zinn(1980)のラインブロッキング指数Ｑ３９，スペクトル型 

 

個々の星の観測から図４の指数はメタル量とのよい相関が確認されている。したがってＣａＴとメタルとの

相関も良いはずである。 

――＞ 

 

 



 

図５ 上段 メタル測定のある２５星団の[Fe/H]と∑Ｗの関係。誤差が大きいのは積分光のみでメタルを決 

めた赤化の大きな６星団が含まれるため。 

    中段 その６星団を抜いた 

    下段  測定が厳密なもの、Ｍ１５，Ｍ２，Ｎ６０９３，Ｎ３６２，Ｎ１８５１，４７Ｔｕｃ， 

Ｎ５９２７のみ 

 ――＞ 

    [Fe/H]= －4.146 + 0.561∑W 

 



 

 

 

図７ メタル分布 

 



 


